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青少年センター図書室 

℡２７－２４９５（平日） 

℡２７－３９７７（土日） 

1 月 16日、第 158回芥川賞・直木賞が発表されました。芥川賞は石井遊佳さん「百年泥」、若竹千

佐子さん「おらおらでひとりいぐも」の 2人、直木賞は門井慶喜さん「銀河鉄道の父」が受賞しました。 

石井さんの「百年泥」は、チェンナイで働く女性が１００年に１度の洪水に襲われ、積み重なった泥

の中から出てくるさまざまなモノにまつわる物語を追体験していくお話です。また、若竹さんと門井さ

んの２作品には「宮澤賢治」という共通項があります。「銀河鉄道の父」は文豪・宮澤賢治の父の目線か

ら宮澤家が語られる物語であり、「おらおらでひとりいぐも」のタイトルは宮澤賢治の詩「永訣の朝」の

一節と一致しています。文学賞の報道をきっかけとして、ぜひ気軽に本を手に取ってみてくださいね。 

第 158回 芥川賞・直木賞決定 

 

「冬の星空を見よう」 

と き ２月２１日（水） 

午後６時３０分～午後８時 

※天候不良の場合は、プラネタリウムで

の星空解説を行います。 

ところ 青少年センター天文台 

※夜間開催のため、小・中学生の参加の

は、保護者の同伴もしくは送迎が必要

です。 

 

 

●投影日時 

・毎週火曜日 午後３時３０分～ 

・毎週土曜日 午後１時３０分～ 

 

●投影内容 

 １ 冬の星座解説 

 ２ ４次元で見る宇宙の広がり 

★プラネタリウム★ ★天体観望会★ 

お問合せ先：教育委員会社会教育グループ 

２７－２４９５ 

～２月の予定～ 

“ビブリオバトル”してみませんか？ 

何気なく手に取った本がとても面白く、「この思い誰かに伝えたい」と思ったことはありません

か？また、世間的には低評価でも自分にはとても合っていて、「ここを読んでほしいのに！」と悶

える本はありませんか？そんな思いをぶつけ合うのが「ビブリオバトル」です。毎年、地方予選

を経て全国大会が開催され、図書館や学校で手軽にできるイベントとして人気があります。 

ルールはシンプルで、一人持ち時間５分の間に、紹介する本がいかに素晴らしいか、ここを読

んでほしいという思いを伝えます。そのあと３分程度の質問時間があり、参加者全員が発表し終

わったところで、どの本が一番読んでみたくなったかを挙手で決める、というものです。 

自分では手に取ろうと思わなかった本に出会える点、そんな読み方があるんだと発見できる点

がこのイベントの魅力です。もし、興味がありましたら、図書室カウンターまでお気軽に声をか

けてください。 


